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昭和の森（一本松）駐車場にて登山前の集合写真

第４回桜原小コミュニティ協議会主催 難所ヶ滝登山 １月２４日（日）

今年もたくさんの方々に集まっていただき『難所ヶ滝登山企画』を実施することができました。
前２回は、残念ながら氷柱を見ることが叶いませんでしたが、今回は数日前からの寒気により見ることができまし
た。下山後の「さくら元気クラブ」の方々による、恒例の『芋煮鍋とおにぎり』は、今年も大好評でした。
また、今回も「山の会の皆さん」のサポートがあり、安全に登山できました。ありがとうございました。

健康福祉部の皆さん

山の会の皆さん

登山隊のメンバー

毎回大好評の芋煮鍋と
おにぎり

（百田吉一さん収穫の米）

３年ぶりに見られました
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調節をお願いします。

桜原小校区グラウンドゴルフ大会 １１月２日（日）

今年も校区内１０自治会による対抗グラウンドゴルフ大会が開かれ、大名坂自治会が２連覇を

達成しました。上位４自治会チームが、町内５校区コミュニティ対抗の大会に進みました。

１位 大 名 坂 ２位 林 﨑 ３位 浦 田
選手宣誓

４位 桜 原 ５位 三 原 ６位 黒 穂 ７位 福 博 中 央

８位 早 見 ９位 神 山 手 １０位 柳 原

第４回宇美町校区コミュニティ対抗グラウンドゴルフ大会 １１月３０日（日）

桜原小校区の大会で上位４位までに入賞した自治会チーム（大名坂、
林崎、浦田、桜原）から更に選抜された（５名/自治会）の合計２０名が、
桜原チームとしてコミュニティ対抗グラウンドゴルフ大会に挑みました。

町内には、桜原以外に井野・宇美・宇美東・原田があり補欠の選手も

入れて総勢１００名以上で熱い戦いが行われました。

桜原小コミュニティチームは, 大名坂自治会チームの大活躍や多数の

応援団からの声援もあって、今回 初めて優勝することができました。

浦田自治会 ハロウィンイベント １０月２５日（土)

浦田自治会の小学生１３名が、事前に準備していただいたお宅を訪問し『お菓子をくれなきゃいたずらするぞ』と
声かけして２７軒のお宅から、お菓子をゲットしてきました。

優勝カップを手にしての集合写真

（お詫び）

林崎チームの集合写真は
撮れていませんでした



第 ３ 回 『桜のきずな』 １１月２１日（金） 今回議題として、取り上げられたのは、大きく次の
４つでした。

①桜原小地域合同運動会について

②各自治会対抗の子どもの大会を開催する案について

③「デンリンピック」開催に関して

④「スマイルフェスタ」開催に関して

参加された皆さんは、それぞれの議題に関し、子どもたちや地域のコミュニケーション作りのために真剣に討議
しました。また、この『桜のきずな』の会合は、新しく育成会会長や子ども会会長になられる方にとっても勉強に
なるので、出来たら春の運動会の前に１回目を開催して欲しいとの意見が出ました。

自主防災組織設立に向けての研修会 １２月５日（金）

宇美中央公民館内の大研修室において、役場地域
コミュニティ課 危機管理係の方に来ていただき、
◎地域の助け合い（共助）の重要性
◎自主防災組織のつくり方
等について、研修を受けました。

今後の自治会ごとの「自主防災組織立ち上げ」など
個別の相談については、危機管理課へお願いします
とのことでした。

見守りボランティア交流会 １２月１２日（金）

登下校時に子ども達の見守りをされている地域の方々を招いて

『見守りボランティア交流会』を開催しました。

普段の子ども達の様子や通学路の危険箇所の情報交換をしました。

『元気いっぱいの子どもたちの姿を見守

ることが生きがい』『見守り以外の時に

声をかけてくれる子どもたちがいて嬉し

い』や『協力的なドライバーが多くいて

ありがたい』などの声がありました。大

人の方も、見守りボランティアを見かけ

たら是非挨拶をして、みんなで挨拶溢れ

る桜原小校区にしましょう。

※お願い
見守りボランティアの方々は、無償で活動しています。心ない言葉を言われる時もあるそうです。
感謝の気持ちで接していただきますようお願いいたします。

校区の危険個所の確認

普段の子ども達の様子や気をつけて欲しい事などの情報交換



桜原小学校 もちつき １１月２９日 （土）

焼き芋体験 １月２０日（火）

２年生 芋ほり １１月５日（水） コミュニティ環境部の末吉部長指導の下、さつま芋ほりの体験を
しました。
６月５日に苗植えをし、途中でだめになった苗もありましたが、

末吉部長や先生の手伝いを受けながら、水やり、草取りなどをして
収穫の日を迎えました。今年は、特に夏場の猛暑と雨量の少なさの
影響で土が固くなっており、掘るのに苦労しました。
その後、子どもたちは袋に分けてもらい、お土産にして帰るころ

にはとても喜んでいました。 収穫した芋の量は２年生約１００人
分のお土産と「焼き芋用」には十分なものでした。

全学年で取り組んだ、もち米作りの最後の行事です。地域からボランティア８０名以上のお手伝いをいただき、
子ども達も一生懸命についたり、ちぎったり、丸めたりと頑張りました。出来上がったもちは、きな粉やさとう
しょうゆにつけて美味しくいただきました。
今年は、豊作だったこともあり１２０Kg以上のもちをつき、５００円/Kgのもち米袋はすぐに完売となりました。

          昨年から始まった「焼き芋体験」２年生のさつま芋作りの最後の行事です。

肌寒い朝の８時過ぎから、コミュニティ環境部の末吉部長をはじめ、数人のボランティアの人たちが竹炭作りを始め、
炭火になった頃からフォイルに包んだ芋を投げ入れ、１２時前から焼き芋を取り出してもらいました。暖かい焼き芋を
手にして『生まれて初めての体験 』と喜ぶ子などもいて、とても楽しそうでした。

つくタイミングを合わせて

お土産用の
もち
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